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阮
籍
の

「

詠
懐
詩
」

（

三
）
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橋
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久
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前
回
（

本

誌
第
三

十

四
号
）

は

阮

籍
の

「

詠

懐
詩
」

i
其
六

か

ら

其
八

ま
で

を

取
り

上
げ

、

そ

の

訳
注

を
試
み

た
が

、

懐
詩
」

1
其
九
か

ら

其
一

二

ま
で

を

取

り
上

げ
る

。

テ

キ

ス

ト
は
前

回
と

同
じ

く

胡

刻
本
『

文

選
』

に

拠
っ

た
。

今
回
は

、

「

詠

詠
懐
詩
−
其
九
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歩
出
上

東

門

北
望

首
陽
峯

下

有

采
薇
士

上

有
嘉

樹
林

良
辰
在

何
許

凝

霜

霑
衣
襟

寒

風
振

山
岡

玄

雲
起
重

陰

鳴

鴈
飛
南

征

魑
鳩

発
哀
音

素

質
遊
商

聲

悽

愴
傷
我

心

歩
み

て

上

東
門
を

出
で

北
の

か

た

首
陽
の

峯
を
望

む

　
　

さ

い

び

下
に

采

薇
の

士

有
り

上
に

嘉
樹
の

林

有
り

り
や

う

し
ん

　

　

い

つ

く

　

　

　

あ

良

辰
は

何

許
に
か

在
る

ぎ
や

う
さ

う

　

　

い

き

ん

　

う
る

ほ

凝

霜
は

さ

畩

襟
を

霑

す

寒

風
は

山

岡
に

振
る

ひ

　
　

　
ち

ょ

う

い

ん

玄
雲
は

重

陰

を

起
こ

す

め

い

が
ん

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

ゆ

鳴
鴈

は

飛
び

て

南
に

征
き

て

い

け
つ

靆
鵜
は

壊
譜
遊

溌
す

素
質
は

商

聲．
に

遊
り

せ

い

さ
う

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
い

た

悽
愴
と

し

て

我
が

心

を
傷
ま
し

む

一
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歩
い

て
、

上

東
門
を

出
て

、

北
の

か

た
、

首
陽
山
の

峰
を
望

む
。

こ

の

山
の

ふ

も
と

に

は
、

薇
を

採
っ

て

暮
ら

し

て
い

た

（

も

の

の
、

つ

い

に

は

餓
死
し

た
）

伯
夷
・

叔

斉
が

眠
り

、

山
の

上

に

は
、

美
し
い

樹
木
の

林
が

あ
る

。

あ
あ
一

体
、

良

い

日

は

ど
こ

に

あ
る

の

か
。

今

や
、

凍
っ

た

霜
が

我

が

襟
元

を
し

め

ら
せ

て

い

る
。

寒
風
は

山
や
丘

に

吹

き
す
さ

び
、

黒

雲
は

あ

た
り

に

暗
い

陰
を

起

こ

し

て

い

る
。

雁

の

群
れ
が

鳴
き

な

が

ら
南
に

飛
ん
で

ゆ
き

、

ほ

と

と

ぎ
す
は
（

百
草
の

芳

香
を

奪
う
）

悲
し

い

泣

き
声
を

あ
げ

て

い

る
。

草
木

が

し

ぼ
み

衰
え
る

の

は
、

秋
の

商
聲
の

た

め

で

あ
り

、

こ

の

こ

と

は
、

鬱

鬱
と

し

て

私
の

心

を

嘆
き
悲

し

ま
せ

る
。

歩
出
上

東
門

　
北
望

首
陽
峯

＊

冒
頭
四

句

は
、

自

分
も

伯

夷
・

叔
斉
の

よ

う
な

態

度
を
と

り
、

隠

棲
し

た
い

こ

と
を

述
べ

る
。

［

上

東

門
］

洛

陽
城
の

東
の

三

門
の

う

ち
、

最
も

北
に

あ
る

門
。

「

古

詩
十

九
首
」

〈

其

＝
二

〉

（
『

文

選
』

二

九
）

に

「

駆

車
上

東

門
、

遥
望

郭

北
墓
」

（

車

を
上

東
門
に

駆

り
て

、

遥
か

に

郭
北
の

墓
を

望
む
）

と

あ
り

、

李

善
注
に
「

河

南
郡
図

経
日

、

東

有
三

門
、

最
北

頭
日

上

東
門
」

（

河

南
郡
図

経
に

曰

く
、

東
に
三

門

有
り

、

最
北
頭

を
上

東

門
と

日

ふ
）

と

い

う
。

［

北
望
］

『

芸

文
類

聚
』

七

は

「

遙

望
」

（

遙
か

に

望

む
）

に

作

る
。

［

首

陽
峯
］

伯
夷
・

叔
斉
が

か

く
れ

、

周
の

穀

物
を

食
ら
わ

ず
に

餓
死

し

た

と

こ

ろ
。

『

論

語
』

季

氏
に

「

伯

夷
・

叔
斉
は

、

餓
於

首
陽
之

下
」

（

伯
夷
・

叔

斉
は

、

首

陽
の

下

に

餓

う
）

と

あ
る

。

黄

節
は

阮
籍
「

首
陽
山

賦
」

序
に
「

正

元
元
年

秋
、

余
尚

為
中

郎
、

在
大

将
軍

府
、

独
往
南
牆
下

、

北
望

首

陽
山

、

作
賦
」

と

あ
る
こ

と
、

ま

た
、

使

用
さ

れ
て

い

る

語

彙
も

似
通
っ

て

い

る
こ

と

か

ら
、

「

首
陽
山

賦
」

と

こ

の

詩
及

び

其
三

の

詩
を

同
時
期
の

作
品
と

見

て

い

る
。

な

お
、

正

元
元
年
（

二

五

四
）

秋
と

は
、

司
馬

師
が

李

豊
・

夏

侯
玄

ら

を

誅
し

、

さ

ら
に

、

斉
王

芳

が

廃
さ

れ
、

高

貴
郷

公

髦
が

擁
立

さ

れ

た

直
後
の

正

元

元

年
十
月

（

暦

の

上

で

は

冬
で

あ
る

が
）

を
い

う
の

だ

ろ

う
。

こ

の

と

き
、

阮
籍
は

四
五

歳
。

こ

の

詩
の

他
に

、

首

陽
山
を

詠
っ

た

と

思
わ

れ

る

も

の

に
、

其
三

、

＝
二

、

二

六
、

六

四

が

あ
る

。

下
有
采
薇
士

　
上

有
嘉
樹
林

＊

「

首
陽
山
賦
」

に

「

聊
仰

首
以
広
頬

兮
、

瞻

首
陽
之

岡

岑
。

樹

叢
茂
以
傾

倚
兮

、

紛
蕭

爽
而

揚
音

。

下

崎
嶇
而

無
薄
兮

、

上

洞
徹

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
し

ば
ら

　
　
　

　
　

　
　
あ

而
無

依
。

鳳
翔
過

而
不

集
兮

、

鳴
梟

群
而
並

栖
」

（

聊

く

首

を
仰

　
　

　

　
　

　
み

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
み

げ
て

以

て

広
く

額
、

首
陽
の

岡
岑
を

瞻
る

。

樹
は

叢

茂
し

て

以

て

け

い

い

　

ふ

ん
せ

う
さ

う

　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

き

　
く

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
く
さ
む

ら

傾
倚

、

紛
蕭
爽
と

し

て

音
を

揚
ぐ

。

下

は

崎
嘔
と

し

て

薄

無
く

、

　
　
と

う

て

つ

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

め

い

き
う

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
む

ら

上
は

洞

徹
し

て

依
る

無
し

。

鳳
は
翔

過
し

て

集
ま
ら

ず
、

鳴
梟
は

群

が

り
て

並
び

栖

む
）

と

あ
る

。

［

采
薇
±
］

伯

夷
・

叔
斉
を

さ
す

。

首
陽
山
の

ふ

も
と

で

餓
死

し

た
。

伯

夷
・

叔

斉
に
つ

い

て

は
「

詠
懐
詩
」

其
三

［

西

山
］

注
、

本

詩

［

首

陽

峯
］

注

を

参
照

。

「

采
」

字
、

『

六

朝

詩

集
』

、

『

芸
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文

類
聚
』

七
、

二

六
は

「

採
」

に

作
る

。

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

き

さ

く

［

嘉
樹
林
］

嘉
樹
の

林
。

『

史
記
』

龜

策
伝
に

「

有

神
龜

、

在

江

南
嘉
林

中
。

嘉
林

者
、

獣
無

虎
狼

、

鳥

無
鴟
梟

、

草

無
毒

螫
、

野

火

不

及
、

斧
斤
不

至
。

是
為

嘉

林
」

（

神
龜

有
り

、

江

南
の

嘉
林

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
こ

ら

う
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

し

け

う

の

狆
靴

在
り

。

嘉
林
は

、

獣
に

貌
膿

無
く

、

鳥
に

鴟
梟

無
く

、

草

に

毒

螫

無
く

、

野

火
及
ば

ず
、

斧

斤
至

ら

ず
。

是

れ
を

嘉

林
と
為

す
）

と

あ
る

。

「

嘉

樹
」

は

其
三

に

も

見
え

る
。

尚
、

『

六

朝

詩

集
』

は

「

嘉

樹
林
」

を

「

佳
樹

林
」

に

作
る

。

良
辰
在
何

許

　
凝

霜
霑
衣

襟

＊

以

下
六

句
は

、

首

陽
山

を
取
り

巻
く

、

秋
の

厳
し

い

自

然

環
境

を

詠
い

、

そ

れ
を

嘆
く

。

［

良

辰

在

何

許
］

「

良

辰
」

は
、

日

が

ら

の

良
い

日
。

吉
日

。

曹

大

家

「

東
征
賦
」

（

『

文

選
』

九
）

に

「

時
孟

春

之

吉

日

兮
、

撰

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

え

ら

良

辰

而

将
行
」

（

時
は

孟

春
の

吉
日

、

良

辰
を

撰
び

て

将
に

行
か

ん

と

す
）

と

あ
る

。

沈

約
は

「

良
辰

何
詐

、

言
世

路
険
薄

、

非
良

辰

也
」

（

良

辰
何

許
と

は
、

世
路

険

薄
に

し

て
、

良

辰
に

非
ざ

る

を

言
ふ

な

り
）

と

説
く
。

『

六

朝

詩
集
』

は

「

在

何

許
」

を

「

在

何
訴
」

（

何
を

か

訴
ふ

る

に

在
る
）

に

作
る

。

［

凝
霜
霑
衣

襟
］

「

凝

霜
」

は

前
出
（

其
三
）

。

王

粲

「

七

哀
詩
」

二

首
〈

其
二
〉

（

『

文

選
隔

二

三
）

に

「

迅

風

拂

裳

袂
、

白
露
霑

　

　

　

じ
ん

ぷ
う

　

　

　
　

　

　

し
や

う
ぺ

い

衣

衿
」

（

迅

風

は

裳

袂

を

拂
ひ

、

白

露

は

衣

襟
を

霑

す
）

と

あ

る
。

「

襟
」

字
、

『

初

学
記
』

三

は
「

衿
」

に

作
る

。

寒
風
振
山
岡

　
玄
雲
起
重

陰

［

山
岡
］

『

六

朝
詩
集
』

は

「

山

崗
」

に

作
る

。

［

玄

雲

起
重

陰
］

張

衡

「

南

都

賦
」

（

『

文

選
』

四
）

に

「

玄

雲

合

而

重

陰
、

谷
風
起

而

増

哀
」

（

玄

雲

合
し

て

陰
を

重

ね
、

谷

風

起

り
て

哀
し

み

を

増
す
）

と

あ
る

。

「

首
陽
山
賦
」

に

は

「

在

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

ま
つ

さ
い

茲

年
之

末

歳
兮

、

端
旬

首
而
重

陰
」

（

茲
の

年
の

末

歳
に

在
り
て

、

は

じ　
　

　
と
お

カ

端
め

の

旬

の

首
に

し

て

陰
を
重
ぬ
）

と

あ

る
。

鳴
鴈

飛
南
征

　
題
鳩

発
哀

音

［

鳴

鴈
飛

南
征
］

『

楚

辮
蝉

九

弁
に

「

鴈
崑

轡
緬

楠
遊

矜
鉛

鵬
難

矚
噺

而

悲
鳴
」

（

鴈
は

琶

崑
と
し

て

南
遊

し
、

鵬

難
は

嘴
噺
と

し

て

悲

鳴
す
）

と

あ
る

。

［

題
鳩
発

哀
音
］

「

髄
鳩
」

は

ホ

ト

ト
ギ
ス

。

こ

の

鳥
が

鳴
け
ば

、

　
　

　

　
　

　

　
　

　
や

百
草

が

衰
え

、

芳

香
が

歇
む

と

言
わ

れ
る

。

『

楚
辞
』

離

騒
に

「

恐

鵜

鳩
之

先

鳴

兮
、

使

夫

百

草
為

之

不
芳
」

（

恐

ら

く
は

鵜

鳩
の

先

づ

鳴
き

て
、

夫
の

百

草
を
し

て

之
が

為
に

芳
し

か

ら

ざ

ら
し

め

ん

こ

と

を
）

と

あ
り

、

補

注
に
は

「

一

名
杜
鵑

、

常
以

立
夏

鳴
。

鳴

　
　

　

　
　

　

　
　

と

け

ん

則
衆

芳
皆

歇
」

℃

名

杜
鵑

、

常
に

立

夏
を
以

て

鳴
く

。

鳴
け

ば

則
ち

衆

芳
皆
な

歇
む
）

と

説
明

さ

れ
る

。

「

首
陽

山
賦
」

に

は
「

蟋

蟀
鳴

于

東
房

兮
、

匙

鳩

號

乎

西

林
」

（

蟋

蟀

東
房
に

鳴

き
、

魑

　
　

　

　

な

鳩

西

林
に

號
く

）

と

あ
る

。

素
質
遊
商
聲
　
棲
愴
傷
我
心

＊

「

首
陽

山
賦
」

に
は

「

時
将

暮
而
無

儔
兮

、

慮
悽

愴
而
感

心
」
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と

も
が

ら

　

　

　

　

　

お
も

ひ

（

時
は

将
に

暮
れ

ん

と
し

て

儔

無

く
、

慮

は

悽
愴
と

し

て

心

を
感
ぜ

し

む
）

と

あ
る

。

詠
わ

れ
る

季
節

、

心

情
が

重

な

る

こ

と

か

ら
も

、

「

首

陽
山

賦
」

と

こ

の

詩
の

制

作
時

期
が

近

い

こ

と

を

う
か

が

わ
せ

る
。

［

素
質

遊

商

聲
］

「

素

質
」

は

草
木
の

萎
み

衰

え
る

様
。

沈

約
は

「

凋

素
の

質
」

と

説
く

。

「

遊
」

字
、

『

文
選
』

六

臣
注

本
は
「

由
」

に

作
り

、

『

古

詩
紀
』

二

九
、

『

漢

魏

六

朝
一

百
三

家

集
』

、

『

両

漢

魏
晉
十
一

家
文
集
』

は

「

游
」

に

作
る

。

沈

約
は

「

遊
の

字
、

応

に

由
に

作
る
べ

し
」

と

説
く

が
、

「

遊
」

は

「

游
」

に

通

じ
、

詠

懐
詩
−
其
十

北
里

多
奇

舞

濮
上

有

微
音

軽
薄

閑

遊
子

俯

仰
乍

浮
沈

捷

径
従

狭
路

偲
俛

趣
荒
淫

焉

見
王

子
喬

乗

雲
翔

鄒
林

独

有
延

年
術

可

以

慰

我
心

北
里

に

は

奇
舞
多

く

ぼ
く

じ

ょ

う

濮

ヒ
に

は

微

音
有
り

け
い

は
く

　

　
か

ん

い

う

し

軽

薄
の

閑

遊
子

　

　

　
た

ち

ま

俯

仰
し

乍

ち

浮
沈
す

せ

ム

け
い

　

　
　

　
　

　

　
よ

捷

径

狭
路
に

従
り

び

ん

へ
ん

　

　

　

　

　

く

わ

う

い

ん

蠅
挽
と

し

て

荒

淫

に

趣

く

焉

ん
ぞ

見
ん

王

子

喬
の

　

　

　

　

　
と

う
り

ん

　

　
か

け

雲

に

乗

り

て

郡
林
に

翔
る

を

独
り
延

年
の

術

有
り

　

　

　

　

　

な
ぐ

さ

　
　

ぺ

以
て

我

が

心

を

慰

む

可
き
の

み

「

游
」

は

「・
出
」

に

通
じ

る

の

で
、

誤
り
で

は

な
い

。

「

商

聲
」

は

五

音
の
｝

つ
。

秋
の

聲
。

『

礼

記
』

月
令
に

「

孟

秋

之

月
、

日

在

翼
。

…

…

其

音

商
」

（

孟

秋
の

月
、

日
は

翼
に

在
り
。

…
…

其

の

音
は

商
な

り
）

と

あ
る

。

な
お

、

鄭
玄

注
に

「

秋
気
和

、

則
商

聲

調
」

（

秋
気
和
す
れ
ば

、

則
ち

商

聲
調

ふ
）

と

あ
る

。

［

悽

愴

傷

我

心
］

「

悽

愴
」

は

痛
み

悲
し

む

こ

と
。

『

淮

南

子
』

捧

辮

訓
に

「

愚

夫

惷

婦
、

皆

有
流
連

之
心

、

悽
愴

之
志
」

（

愚

夫

惷

婦
、

皆
な

流
連
の

心
、

悽

愴
の

志
有
り

）

と

あ

り
、

高

誘
注
に

「

悽

愴
、

哀

悼
之

貌
」

（

棲
愴

、

哀

悼
の

貌
な
り

）

と

あ
る

。

北
里

に

は

あ

や
し

い

舞

踊
が

多
く

、

濮
水

の

ほ

と
り
で

は

み

だ

ら
な

音
色
が

す
る

。

世
の

軽
薄
な

遊
び

好

き
た
ち

は
、

ひ

た

す
ら

世
の

流
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れ
に

身

を
ま

か

せ

て

い

る
。

（

王

道

を

捨
て
）

近
道

を
通
っ

て

狭

路

に
入

り
、

自
ら

努
め

て

酒
色
に

身

を

ゆ
だ

ね
て

い

る
。

（

彼
ら

は
）

王

子
喬
が

雲
に

乗
っ

て

鄒

林
を

天
が

け

る
こ

と
な

ど
、

ど

う
し

て

考
え

た

り
し

よ

う
か

。

（

今
と

な
っ

て

は
）

長

生

の

術
が

あ
る

だ

け
だ

が
、

（

そ

れ
だ
け
が
）

私

の

心

の

せ

め

て

も

の

慰

め

で

あ
る

。

北
里
多

奇
舞

　
濮
上

有
微

音

［

北
里

多
奇

舞
］

「

北
里
」

は

殷

の

紂
王

が

作
ら
せ

た

舞
楽
の

名
。

『

史

記
』

殷
本

紀
に

「

（

紂
）

好
酒

淫
楽

、

嬖
於

婦
人

。

愛
姐
己

、

妲

己

之

言
是

従
。

於
是
使

師
涓

作
新

淫
聲
北

里
之
舞

、

靡
靡
之

楽
」

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

め
　

　
　
　
　
だ

つ

き

（

（

紂
）

酒
を

好
み

淫

楽
し

、

婦

人

を

嬖
す

。

妲
己

を

愛
し

、

妲

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
し

け

ん

己

の

言
に

是

れ

従
ふ

。

是
に

於
て

師
涓
を

し

て

新
淫

聲
の

北
里

の

　
　
び

　
び

舞
、

靡
靡
の

楽

を
作

ら
し

む
）

と

あ
る

。

ま
た

、

阮

籍
「

楽
論
」

に

も

「

是
以

君
子

悪
大

凌
之

歌
、

憎

北
里

之

舞
也
」

（

是

を
以

て

　
　

　

　
　

　

　
　
に

く

君
子

は

大

凌
の

歌
を
悪
み

、

北

里
の

舞
を
憎

む
な
り

）

と

見
え
る

。

［

濮
上

有
微

音
］

前
句
に

挙
げ
た

『

史

記
』

殷
本
紀
の

中
に

「

靡

靡
之

楽
」

と

あ
る

の

を
受
け

て

表
現
し

た

も
の

で

あ

ろ
う

。

こ

れ

も
、

紂
が

作
ら

せ

た

あ

や
し

い

音

曲
で

、

濮

水
の

ほ

と

り
で

聞

か

れ

た

と
い

う
。

『

礼
記
』

楽
記
に

「

桑
間

濮
上

音
、

亡

国
之

音
」

（

桑

間

濮
上

の

音
は

、

亡

国
の

音
な

り
）

と

あ
る

。

『

史
記
』

楽

書
に

は

「

衛
霊
公

時
、

将
之

嗇
、

至

於

濮
水
之
上

舎
。

夜
半
時

聞

鼓

琴

聲
、

問

左

右
、

皆

対
日

『

不

聞
h

。

乃

召

師
涓
日

『

吾

聞
鼓

琴

音
、

問

左
右

、

皆
不

聞
。

其
状

似

鬼
神

。

為
我

聴
而

写
之
』

。

師

涓

日
『

諾
』

。

因

端
坐

援
琴

、

聴

而

写
之

。

…

…

明
日

、

報
日

『

習

矣
』

。

即

去
之

咎
、

見

晉

平
公

。

平
公

置

酒
於

施
恵

之

台
。

酒

酣
、

霊
公

日
『

今
者
来

、

聞

新

聲
、

請

奏
之
』

。

平

公

日
『

可
』

。

即

令
師
涓
坐

師
曠

旁
、

援

琴
鼓

之
。

未

終
、

師
曠
撫
而
止
之

日
『

此

亡

国
之

聲
也

、

不
可

遂
』

。

平

公

日

『

何

道

出
』

。

師
曠
日
『

師

延

所
作
也

。

與
紂

為
靡

靡
之

楽
、

武
王

伐

紂
、

師
延

東
走

、

自
投

濮
水
之

中
。

故

聞
此

聲
必

於

濮
水

之
上

。

先

聞
此

聲

者
国
削

ヒ

（

衛

霊

公

の

時
、

将
に

晉
に

之
か

ん

と

し
、

濮
水
の

上

り
に

至

　

　
や
と

り

て

舎
る

。

夜

半
の

時

琴
を

鼓

す
る

聲
を

聞
け
ば

、

左

右
に

問

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

し

け

ん

ふ

も
、

皆
な

対
へ

て

曰

く

「

聞
か

ず
」

と
。

乃

ち

師

涓
を
召

し

て

曰

く

「

吾

琴

を

鼓

す
る

音
を

聞

き
、

左

右
に

問
ふ

も
、

皆
な

聞

か

ず
、

と
。

其
の

状

鬼
神
に

似
る

。

我
の

為
に

聴

き
て

之
を

写

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

と

せ
」

と
。

師
涓
曰
く

「

諾
」

と
。

因
り
て

端
坐

し

て

琴
を
援

り
、

聴
き
て

之
を

写
す

。

…

…

明

日
、

報
じ

て

曰

く
「

習
へ

り
」

と
。

即
ち

去
り

て

晉
に

之

き
、

晉
の

平
公
に

見

ゆ
。

平

公

施
恵
の

台

　

　

　

　
　

　

た

け
な

わ

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
い

　
ま

に

置

酒

す
。

酒

　
酣

に

し

て
、

霊

公

曰
く

「

今

者

来
る
に

、

新

聲
を

聞
け

り
、

請
ふ

之
を

奏
せ

ん

こ

と

を
」

と
。

平
公
曰

く

「

可

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
し

こ

う

な

り
」

と
。

即
ち

師
涓
を

し

て

師
曠
の

旁
に

坐

し
、

琴
を
援
り
て

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

お

さ

之

を

鼓
せ

し

む
。

未
だ

終

は
ら

ざ

る

に
、

師

曠

撫
へ

之

を
止
め

て

曰
く

「

此

れ
亡

国
の

聲
な

り
、

遂

ぐ
可

か

ら

ず
」

と
。

平
公

日

　

　
い

つ

く

「

何

れ
の

道
よ

り
出
つ

る

か
」

と
。

師

曠
曰

く

「

師
延
の

作

り

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
つ

く

し

所
な

り
。

紂

と

靡
靡
の

楽
を

為

る

も
、

武

王

紂
を

伐
て

ば
、

師

延

東
に

走
げ

、

自
ら

濮

水
の

中

に

投
ず

。

故
に

此

の

聲
を

聞

く
は

必

ず
濮

水
の

上

り
に

於
い

て

な
り

。

先
に

此
の

聲
を

聞
く
は
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国

削
ら
る
」

と
。

）

と

あ

る
。

ま
た

、

『

漢

書
』

地

理

志

下

「

衛

地

有
桑
間

濮
上

之

阻
、

男
女
亟

聚
会

、

聲

色
生
焉

。

故
俗

称
鄭

衛

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
そ

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

し
ば

し

ば

之

音
」

（

衛
の

地
に

桑
間

濮
上
の

阻
有
り

、

男
女

　
亟

聚
会

し
、

聲
色
生

ず
。

故
に

俗
に

鄭
衛
の

音
と

称
す
）

に

よ

れ
ば

、

春
秋

時

代
に

濮

水
の

ほ

と

り
に

男

女
が

集
ま

り
、

淫
ら

な

音
曲
に

興
じ

た

と

い

う
こ

と

で

あ
る

。

阮

籍
は

「

東
平
賦
」

の

中
で

「

濮
上
」

を

か

つ

て

若
い

頃
、

自
ら
が

遊
び

、

そ
の

風
土

を
楽

し

み
、

そ

の

後
、

十
余
日

で

は

あ
っ

た
が

、

太

守
に

も
な
っ

た

東

平
の

地
の

あ
た

り

の

こ

と

と

し

て
い

る
。

「

西

則
首

仰

阿
・

甄
、

傍

通

戚
・

蒲
。

桑

間
・

濮

上
、

淫

荒
所

廬
。

三

晉

縦
横

、

鄭
・

衛

紛
敷
」

（

西

は

則

　

　
　
け

ん

ち

阿
・

甄
を

首
仰
し

、

戚
・

蒲
に

傍
通

す
。

桑

間
・

濮
上
は

、

淫

　

　
お

　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ

ん

ふ

荒
の

廬
る

所

な

り
。

三

晉

縦
横

た

り
、

鄭
・

衛

紛

敷
す
）

（

阮

籍
「

東
平

賦
」

）

。

「

微
音
」

、

『

両

漢
魏

晉

十
一

家
文

集
』

は

「

微

膏
」

に

作
る

。

軽
薄

閑
遊
子
　
俯
仰
乍

浮
沈

［

閑

遊

子
］

ひ

ま

で

遊

ん

で

い

る

者
。

『

古
詩

紀
』

二

九
、

『

漢

魏
六
朝
｝

百
三

家

集
』

は

「

間
遊

子
」

に

作
る

。

［

俯
仰

乍
浮
沈
］

時
の

流
れ
に

身
を

ま

か

せ
、

俗
に

従
っ

て

生
き

る

こ

と
。

司

馬

遷

「

報
任

少

卿

書
」

（

『

文

選
』

四
一

）

に

「

身

直
為

閨
閤
之

臣
。

寧
得

自
引
於
深

蔵
岩
穴

邪
。

故
且

従

俗
浮

沈
、

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

た

だ

　
　
け
い

か

ふ

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
い

つ

く

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

た

與
時
俯

仰
、

以

通
其

狂
惑
」

（

身
は

直
に

閨
閤
の

臣
為
る

の

み
。

寧

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
か

く

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

　
し

ば
ら

ん

ぞ

自
ら

引

き
て

深

く

岩
穴

に

蔵
る

る

を

得
ん

や
。

故
に

且

く

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
き
ょ

う

わ
く

俗
に

従
ひ

て

浮
沈
し

、

時
と

與
に

俯

仰
し

、

以

て

其

の

狂

惑

を

通

ず
）

と

あ
る

。

「

乍
」

字
、

『

六

朝
詩
集
』

は

「

作
」

に

作
る

。

捷
径
従
狭
路
　
偲
俛

趣
荒
淫

＊

『

芸

文
類
聚
』

二

六
に

は

こ

の

二

句
は

な

い
。

［

捷
径
］

近
道

。

物

事
を
て
っ

と

り
ば

や
く

す
る

た
め

の

邪

道
。

『

楚
辞
』

囃
揮
に

「

何

桀
紂

碇
噌

曝
、

夫
唯
捷

径
似

曙
渉

」

（

何

ぞ

桀
紂
の

昌
被
な

る
、

夫
れ

唯

捷
径
に

し

て

以
て

窘
歩
せ

り
）

と

あ

り
、

王

逸

注
に

「

捷

疾

也
。

径
邪
道

也
」

（

捷
は

疾
な

り
。

径
は

邪

道
な
り

）

と

あ
る

。

［

偲
俛
］

は

げ

み
つ

と

め

る

様
。

『

新

書
』

勧

学
に

「

舜

偲
俛
而

加
志
」

（

舜

偲
挽
と

し

て

志
を
加

ふ
）

と

あ
る

。

［

趣
］

『

古

詩

紀
』

二

九
、

『

漢

魏
六

朝
一

百
三

家

集
』

、

『

両

漢

魏
晉

十
｝

家

文
集
』

は

「

趨
」

に

作
る

。

［

荒
淫
］

酒
色
に

す
さ
み

溺
れ
る

。

酒
色
の

度
を
こ

す
こ

と
。

司

馬
相
如

「

上

林
賦
」

（

『

文
選
』

八
）

に

「

徒
事
争

於
游
戯
之

楽
、

苑

囿
之

大
、

欲

以

奢
侈

相

勝
、

荒
淫

相
越
」

（

徒
に

游
戯

の

楽
、

苑
囿

の

大
な

る

を

争
ふ
を

事
と

し
、

奢

侈
を
以

て

相
勝
ち

、

荒
淫

も
て

相
越
え

ん

と

欲
す
）

と

あ
る

。

＊

こ

の

部

分
に
つ

い

て
、

李

善
は

「

軽
薄
之
輩

、

随
俗
浮

沈
。

棄

彼

大
道

、

好
従

狭
路

。

不

尊
恬
淡

、

競
赴

荒
淫

。

言
可

悲

甚
也
」

（

軽
薄
の

輩
、

俗
に

随
ひ

て

浮
沈

す
。

彼
の

大

道
を
棄
て

、

好
み

　
　

　

　
　

　

　
て
ん

た
ん

て

狭
路
に

従
ふ

。

恬
淡

を
尊
ば

ず
、

競
ひ

て

荒
淫
に

赴
く

。

悲
し

む

可
き
こ

と
の

甚
だ

し

き
を

言
ふ
な
り

）

と

注
す
る

。
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焉

見
王

子

喬
　
乗
雲

翔
都
林

＊

以

下

四

句

は

『

楚
辞
』

遠
遊
に

よ

る
。

［

焉

見
］

「

見
」

は

考
え

る
、

思

う
、

の

意
。

こ

の

二

句

に

お
け

る

「

見
」

と

い

う
行
為
の

主

語
は

、

作
者
で

あ
る

阮
籍
と

と

る

こ

と

も

可

能
だ
が

、

こ

こ

で

は
、

作
者
で

は
な

く
、

閑
遊

子
の

行

為

と

し

て

考
え

た
。

其
七

五
に

こ

れ
と

似
た

よ

う
な

用
例
が

あ
る

。

「

路

端

便
黼
肝

、

但
恐

日
月

傾
。

焉

見
冥
霊

樹
、

悠
悠

喬
無
形
」

（

路

端
の

便
娟
の

子
は

、

但
だ

日
月
の

傾
く

を
恐
る

る
の

み
。

焉

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　
お

ん

ぞ

見

ん

冥

霊
の

樹
の

、

悠

悠

と

し

て

無

形
を

喬
ふ

る

を
）

。

ま

た
、

「

東
平

賦
」

の

中
で

、

こ

こ

で

暮

ら

す

人
た

ち
が

、

ど

う

し

よ

う
も

な
く
怠

惰
で

不
真
面

目
で

あ
る
こ

と
を

詠
っ

て

い

る

こ

と

か
ら

も
、

そ

の

よ

う
に

判
断
で

き
る

。

［

王

子
喬

乗
雲

翔

鄲
林
］

『

楚

辞
』

九
歎
・

遠

遊
に

「

譬

若
王

喬

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

た
と

之

乗
雲

兮
、

載
赤

霄
而

凌
太

清
」

（

甓
へ

ば

王

喬
の

雲
に

乗
り

、

せ

き

し
よ

う

　

　

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し
の

赤

雷
に

載

り
て

太

清

を

凌

ぐ
が

若
し

）

と

あ

る
。

「

都

林
」

は

神

獣
の

夸
父
が

日
輪
と

争
っ

た

際
に

棄
て

た

杖
が

林
と
な
っ

た

も

の
。

楚
の

北

境
に

あ
る

。

『

山
海

経
』

海
外
北

経
に

「

夸
父

與

日

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
こ

　

ほ

　

　

　

　

　

き
ょ

う

ち

く

競

逐

而

渇
死

。

其

杖
化

為

鄲
林
」

（

夸
父

日
と

競

逐
し

渇
し

て

　
　

　

　
　

　

　
　

　

と
う

り
ん

死

す
。

其
の

杖

化
し

て

鄲
林
と

為
る

）

と

あ
る

。

王

子

喬
が

鄲

林
を

飛

翔
す
る

と

い

う

記
述
は

、

阮

籍
以

前
の

文
献
に
は

見
ら

れ

な

い
。

阮
籍
は
こ

れ

以
外
に

も
、

神

仙
や

優
れ
た

才
能

を
有
す
る

人

物
が

集
う

場
と

し

て

「

鄲
林
」

を
詠
っ

て

い

る
。

「

是
以

伶

倫

遊

鳳

於
崑
崙
之

陽
、

鄒
子

湯
温
於

黍
谷

之
陰

、

伯

高
登

降

於
尚
季

之
上

、

羨
門

逍
遙
於

三

山
之

岑
。

上

敖
玄

圃
、

下

遊

鄙
林
」

（

是

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　
み
な

み

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し
ょ

こ

く

　

き

た

を

以

て

伶
倫
は

鳳
と

崑
崙
の

陽

に

遊
び

、

鄒
子

は

温
を

黍
谷
の

陰

　
す

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
み

ね

に

湯
ひ

、

伯

犒
鱇
尚

挿
の

上

に

登

降
し

、

羨
門

は

三

山
の

岑
に

逍

遙

す
。

上

は

玄
圃

に

敖
び

、

下

は

都
林
に

遊
ぶ
）

（

「

東
平
賦
」
）

。

「

是
以

英
俊

之
士

、

願

排
皇
闥

、

策
名

委
質

、

真
薦
之

徒
、

輻
輳

大

府
。

誠
以

郡
林
．

昆

吾
、

翔
鳳
所

栖
、

懸
黎
．

和

肆
、

垂

棘
所

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
ひ

ら

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　

か

集
し

（

是

を

以
て

英
俊
の

士

は
、

皇

闥

を
排

く
を

願
ひ

、

名
を

策

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

ふ
く

さ

う

　
ヒ
え
　

　
　
お

き

質
を

委
き

、

真

薦
の

徒
は

、

大

府
に

輻
輳
す

。

誠
に

鄲
林
・

昆

　

　
　

　

　

　
す

　

　

　

　

　

　

　

　

け
ん

れ
い

　

く

わ

し

　

　

　

す
い

き
ょ

く

吾
の

、

翔

鳳
の

栖
む

所
に

し

て
、

懸

黎
・

和

肆
の

、

垂

棘
の

集

ふ

所
を

以
て

す

る
な

り
）

（

「

興

晉
王

薦
盧

播

書
」

）

。

な

お
、

「

鄲

林
」

は

其
二

二
、

五

四

に

も
見
え

る
。

独
有
延
年

術
　
可
以

慰

我
心

［

延

年
術
］

『

楚

辞
』

遠

遊
に

、

屈
原
が

王

子

喬
に

出
会
い

、

神

仙
の

術
を

授
け

ら
れ
た

こ

と

が

記
述
さ

れ
て

い

る
。

こ

こ

で

は
、

屈

原
に

ょ
っ

て

記
さ

れ
、

伝
え

ら

れ

た

そ

の

術
の

こ

と
を

い
っ

て

い

る

の

か

も
し

れ

な
い

。

「

吾

将

従
王

喬
而

娯
戯

、

餐
六

気
而

飲

流
瀝

兮
、

漱

正

陽
而

含
朝
霞

。

…

…
見
王

子
而

宿
之
兮

、

審
壹
気

之

和
徳

。

日

『

道
可

受

兮
、

而
不

可
伝

。

其

小
無

内
兮

、

其
大
無

垠
。

毋

滑
而

魂
兮

、

彼

将
自

然
。

壹

気
孔

神
兮

、

於
中
夜

存
。

虚

以

待
之

兮
、

無
為
之

先
。

庶

類

以
成

兮
、

此
徳

之

門
』

。

聞
至

貴

而

遂
徂

兮
、

忽

乎
吾
将

行
。

仍
羽

人
於

丹
丘

兮
、

留
不

死
之

旧
郷
」

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

く
ら
　

　

か
う

か

い

（

吾

将
に

王

喬
に

従
ひ

て

娯
戯
せ

ん

と

し
、

六

気
を

餐
ひ

抗

齷

　

　
　

　

　
　

　
す

す
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

ま

み

を

飲
み

、

正

陽
に

漱
い

で

朝

霞
を

含
む

。

…

…
王

子
に

見
え
て

之

　
つ

つ

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
つ

ま

び

ら
か

に

宿

み
、

壹

気
の

和
徳

を

審

に

す
。

日

く

「

道

は
受

く
可

く
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し

て
、

而
も
伝
ふ

可
か

ら
ず

。

其
れ
小
な

る

は

内

無
く

、

其
れ

大

　

　

　
か
き

り

　

　

　

　
　
　
な

ん
ち

　

　

　
　
　

　
み
だ

　

　
　
　

　

　
な
か

な

る

は

垠

無
し

。

而

の

魂
を

滑

す
こ

と

毋

れ
、

彼

将
に

自

然

　

　

　

　

　

　

　

は

な
は

な

ら

ん

と

す
。

壹

気

孔

だ

神
に

し

て
、

中

夜
に

於
い

て

存

す
。

虚

以
て

之
を

待
つ

、

無

為
の

先
な

り
。

庶
類

以
て

成
す

、

此

れ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゆ

徳
の

門
な
り

L

と
。

至

貴
を

聞

き
て

遂
に

徂
き

、

忽
乎
と
し

て

吾

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
よ

将
に

行
か

ん
と

す
。

羽

人
に

丹
丘

に

仍

り
、

不

死
の

旧

郷
に

留

ま

ら
ん
）

。

　

　
　
　
　
　

　

　
な

ぐ
さ

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

じ

ょ

う
み

ん

［

慰
我

心
］

我

が

心

を

慰

め

安
ん

ず
る

。

『

毛

詩
』

大

雅
．

烝

民

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

ち

ゅ

う

ざ
ん

ぽ

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
な

が

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
お

も

に

「

仲

山

甫

永

懐
、

以

慰

其
心
」

（

仲
山

甫

永
く

懐
ふ

、

以
て

　

　
　
　
な

ぐ
さ

其
の

心

を

慰

む
）

と

あ
る

。

「

以
」

字
、

『

六

朝
詩
集
』

は

「

用
」

に

作

る
。

「

我
」

字
、

『

両

漢

魏
晉

十
一

家

文

集
』

は

「

吾
」

に

作
る

。
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詠
懷

詩
其
−

十
一

＊

こ

の

詩
に

は

楚
国
の

故
事
が

随

所
に
用
い

ら

れ
、

楚

国
の

こ

と

を

詠
う
こ

と

で
、

今
の

世
の

中
を

諷
刺
し

て

い

る
。
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湛

湛
長
江

水

上
有

楓
樹

林

皐

蘭
被
径

路

青
驪

逝
駸

駸

遠

望

令
人

悲

春
気
感
我

心

三

楚

多
秀
士

朝
雲

進

荒
淫

朱
華
振

芬
芳

高
蔡

相
追
尋

一

為
黄

雀
哀

涕
下

誰
能
禁

た
ん

た

ん

湛
湛
た

る

長

江
の

水

ほ
と

り

　
　
　
ふ

う
じ

ゆ

上

に

楓
樹
の

林

有
り

か

う
ら

ん

皐
蘭

径

路
を

被
ひ

ピ

い

り

　
　
ゆ

　
　

　
　

し

ん
し

ん

青
驪

逝
き

て

駸
駸
た

り

遠
く

望
め

ぱ

人
を
し

て

悲
し

ま
し

め

春
気

我
が

心

を

感
ぜ

し

む

三

楚

秀
士

多
く

　

　

　

　
く
わ

う
い

ん

朝
雲
も

て

荒
淫

を

進
む

朱

華

芬
芳
を

振
る

ひ

か
う

さ
い

　

　

つ

ゐ

じ
ん

高
蔡

相

追
尋

す

　

　

　

　

　

　

　

か

な

一

た

び

黄
雀
の

為
に

哀
し

ま

ば

な

み
た

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
と

と

涕

下

り
て

誰
か

能
く

禁
め

ん
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深
く

た

た

え
な

が

ら

長

江
の

水

は

流
れ
ゆ

き
、

そ

の

ほ

と
り

に

は

楓
の

林
が

あ
る

。

水
辺

の

蘭
は

、

小

道
を

覆
う
ば

か

り
に

茂

り
、

そ

の

道

を

黒

毛
の

馬
が

疾
風

の

ご

と

く
走

り
去
っ

て

ゆ

く
。

は

る

か

か

な

た
か

ら
こ

の

景

色
を

眺
め

る
と

、

悲
し

み
の

情
が

わ

き
起
こ

り
、

春

の

気

配
が

（

か

え
っ

て
）

私
の

心
を

感

傷

的
に

す

る
。

昔
、

三

楚
の

釶
に

は
、

す
ぐ
れ

た
人
が

多
か
っ

た

が
、

（

中
に

は
）

朝
雲

と
い

う

美

女
の

話
を

し

て

　
　
　

　

　

　

　
（

君
に
）

み

だ

ら

な
こ

と

を

薦
め

た

者

も
い

た
。

朱
い

華
が

か

ぐ
わ

し

い

香
り

を

放
つ

の

に
つ

ら
れ

る

よ

う
に

、

（

霊

公
は
）

高
蔡
の

地
で

美

女

を

追
い

回

し

た

と

い

う
。

　一

度
、

黄
雀
の

悲
し

み

に

思
い

至

れ

ば
、

（

こ

う
し

た

人
た

ち

の

こ

と
が

次
々

と

思

い

浮
か

び
）

と
め

ど

な

く

涙
が

流
れ
出

る

の

で

あ

る
。
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湛
湛
長

江

水

　
上

有
楓
樹
林

＊

こ

の

詩
の

冒
頭
六

句
は

『

楚

辞
』

招

魂
に

「

皐

蘭
被

径
兮

、

斯

路
漸

。

湛
湛
江

水
兮
、

上

有

楓
。

目

極
千
里

兮
、

傷

春
心

。

魂

兮

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ひ

た

帰
来

、

哀
江

南
」

（

皐
蘭

径

を

被
ひ

、

斯
の

路

漸
る

。

湛
湛

た

る

江

水
、

上
に

楓
有
り

。

目
は

千
里

を

極
め

、

春
心

を

傷
ま
し

む
。

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　
か

な

魂
よ

、

帰
り
来
れ

、

江
南

哀
し

）

と

あ
る

の

を

ふ
ま

え
て

い

る
。

［

湛
湛
］

水
の

深

く
湛
え

満
ち

た

様
。

［

楓

樹
］

か

え

で

の

樹
。

皐
蘭
被

径
路

　
青
驪
逝

駸
駸

［

皐
蘭

被

径
路
］

「

皐

蘭
」

は

水

ぎ
わ

に

生

え

る

蘭
。

其
十
一

に

「

清
露
被

皐
蘭

、

凝

霜
霑
野
草
」

（

清
露

は

皐

蘭
を

被
ひ

、

凝

霜

　

　

　

　
う

る

ほ

は

野
草
を

霑

す
）

と
あ

る
。

［

青
驪
］

黒
毛
の

馬
。

毛

に

光

沢
が

あ
っ

て
、

青

み
を

帯
び

て
い

る

の

で

い

う
。

『

楚
辞
』

招
魂
に

「

青
驪

結
駟

兮
、

斉

干
乗
」

（

青

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
な

ら

驪
に

駟
を

結
び

て
、

千

乗
を

斉
ぶ
）

と
あ

る
。

［

逝
］

『

六

朝
詩
集
』

は

「

遊
」

に

作

る
。

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し

ぼ

驛
駸
］

馬
が

疾
風

の

ご

と
く

走

る

様

餮
詩

経
』

小

雌
麁
四

唯

に

「

駕
彼
四
駱

、

載
驟
駸
駸
」

（

彼
の

四

駱
に

駕
し

て
、

載

ち

驟

す
る

こ

と

駸
駸

た
り

）

と

あ
る

。

遠
望

令
人
悲

　
春
気
感
我
心

＊

以

下

の

句

も
す
べ

て

楚
の

国
の

故

事
を

詠
う

。

［

春
気
］

『

六

朝
詩
集
』

は

「

盛

気
」

に

作
る

。

三

楚

多
秀
士

　
朝
雲
進

荒

淫

［

三

楚

多

秀
士
］

「

三

楚
」

は

呉
の

東

楚
、

江

陵
の

南

楚
、

彭

城

の

西
楚

を
あ
わ

せ

た
も

の
。

『

漢

書
』

高
帝

紀
上
に

あ

る
「

二

月
、

羽

自

立
、

為
西

楚
覇
王
」

（

二

月
、

羽

自
立

し
、

西

楚
の

覇

王

と

為
る

）

の

孟

康
注
に

「

旧

名

江
陵

為
南

楚
、

呉

為
東

楚
、

彭

城

　

　

　

　

も
と

為

西

楚
」

（

旧

江

陵

を

名
づ

け

て

南

楚

と

為
し

、

呉

を

東
楚

と

為
し

、

彭

城
を

西

楚

と

為
す
）

と

あ
る

。

ま

た
、

『

説

苑
』

善
説

に

「

蓬
伯

玉

日
、

楚

最

多
士
」

（

蓮
伯
玉

曰

く
、

楚

最

も

士

多

し
、

と
）

と

あ
る

。
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［

朝
雲
］

楚
の

懐
王

に

寵
愛
さ

れ
た

神
女
の

名
。

宋
玉

は
こ

の

神

女
の

こ

と

を

楚
の

襄
王
に

語
っ

て

聞
か

せ

た
。

宋
玉

「

高
唐
賦
」

（

『

文

選
』

十

九
）

に

「

昔
者

、

先
王

嘗

遊

高

唐
、

怠
而
昼

寝
、

夢
見
一

婦

人
。

…

…

王

因

幸
之

。

去

而

辞
日

、

『

妾
…

…

旦

為

朝

雲
、

暮

為

行

雨
、

朝
朝
暮
暮

、

陽

台
之

下
』

。

旦

朝

視
之

如

言
。

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か

つ

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
む

か

し

故

為
立

廟
号

日

朝
雲
」

（

昔
者

、

先
王

嘗

て

高

唐
に

遊
び

、

怠

り

て

昼

寝

ね
、

夢
に
一

婦

人
を

見
る

。

…
…

王

因
り
て

之

を

幸
す

。

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
あ
し

た

去

る

と

き

辞

し

て

曰

く
「

妾

…

」

旦

に

朝
雲

と

為

り
、

暮
に

は

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
も

と

行

雨
と

為
り

、

朝

朝

暮
暮

、

陽

台
の

下
に

あ
り

」

と
。

旦

朝
に

之

を

視
れ

ば

言
の

如

し
。

故

に

為
に

廟

を
立

て
、

号
し

て

朝
雲
と

日

ふ
）

と

あ

る
。

朱
華
振
芬
芳

　
高
蔡
相
追

尋

［

朱
華
］

『

両

漢
魏
嗇

十
一

家

文

集
』

は

「

耒

華
」

に

作
る

。

［

高
蔡
］

地

名
。

蔡
の

霊

公
が

佳
人
を

追
い

回
し

、

国
を

滅
ぼ

す

に

至
っ

た

故

事
に

よ

る

語
。

『

戦
国

策
』

楚
策
に

「

蔡

霊
公

之
事

、

因

是

以
。

…

…

左

抱
幼

妾
、

右
擁
嬖
女

、

與

之

馳

騁
乎

高
蔡
之

中
、

而

不

以

掴
家

為
事
」

（

蔡

標
並

公
抑

事
、

是
に

因

る

の

み
。

．

舞

左
に

幼

妾
を
抱
き

、

右
に

嬖
女

を

擁
し

、

之
と

高

蔡
の

中
に

馳
騁

し

て
、

国
家

を

以

て

事
と

為
さ

ず
）

と

あ

る
。

『

六

朝
詩

集
』

は

詠
懐
詩

ー
其
十
二

昔
日

繁
華
子

　

　
昔

日

繁

華
の

子

に

「

高

蓁
」

に

作
る

。

［

追

尋
］

追

随
す
る

。

其
二

二

に
「

王

子
好

簫
管

、

世

世
相
追

尋
」

（

王

子

簫
管
を

好
み

、

世
世

相

追
尋

す
）

と

あ
る

。

一

為
黄
雀
哀
　
涕
下

誰
能
禁

［

黄
雀
］

得

意
が
っ

て

い

る

と
、

あ
っ

と

い

う

間
に

滅
ぼ

さ

れ
て

し

ま

う
こ

と

の

た

と

え

と
し

て

用

い

ら

れ

る
。

『

戦

国
策
』

楚
策

に

「

黄

雀
因

是
以

。

俯

喝
白

粒
、

仰
栖

茂
樹

、

鼓
翅

奮

翼
、

自
以

為

無
患

、

與
人

無
争

也
。

不

知

夫
公
子

王

孫
、

左

挟
弾

、

右

攝

丸
、

将

加
己

乎

十
仞
之

上
、

以

其

類
為

招
。

昼

游

乎

茂
樹
い

夕

調
乎

酸

醵
」

（

黄

諜
も

是

雛
因

る

の

み
。

俯

し

て

白

粒

諺、
躅

み
、

聊
継

て

茂

樹
に

栖

み
、

翅
を

鼓
し

翼
を

奮
ひ

て
、

自
ら

以

為
へ

ら

く

患

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
ゆ

み

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か

無
く

、

人

と

争

ふ

無
き

な
り

と
。

夫
の

公

子
王

孫
の

、

左
に

弾
を

　

　

　

　

た

ま

　
　
と

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
じ

ん

挟
み

、

右
に

丸
を

攝
り

て
、

将
に

己

に

十

仞
の

上

に

加
へ

ん

と
し

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も

じ
ゆ

其
の

類
を

以

て

招
き
と

為

す
を

知
ら

ず
。

昼
は

茂

樹
に

游

ぶ

も
、

　

　

　
さ
ん
か

ん

夕
に

は

酸

馘
に

調
へ

ら

る
）

と
あ

る
。

［

禁
］

止

ま

る
。

『

孔

叢
子
』

抗
志
に

「

吾

念
周

室

将

滅
、

泣
涕

不
可

禁

也
」

（

吾

周

室
の

将
に

滅

び

ん

と

す

る

を

念

ひ
、

泣
涕

　

　
と

と

し

て

禁
む
可

か

ら

ざ

る
な

り
）

と
あ

る
。

58
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安
陵
與

龍
陽

夭
夭
桃

李
花

灼
灼
有
輝

光

悦

懌
若
九

春

磬

折
似
秋

霜

流

眄
発

姿
媚

言

笑
吐

芬

芳

携

手
等

歓
愛

宿
昔
同
衣

裳

願

為
双

飛
鳥

比

翼
共

翩
翔

丹
青

著
明

誓

永

世
不
相
忘

あ
ん

り

よ

う
　

　
り
ゅ

う

わ
う

安

陵

と

龍
陽

と

あ
り

夭

夭
た

る

桃

李
の

花
の

ご

と

く

灼

灼
と
し

て

輝
光

有
り

え
つ

え

き

悦

懌
せ

ら

る

る

こ

と

九
春
の

若
く

け

い

せ

つ

繕

浙
ん

秋
霜
に

嬲
た
り

流

眄

し

て

姿
媚
を

発
し

げ

ん

せ

う

言

笑
し

て

芬

芳
を
吐

く

　

　
た
つ

さ

手
を

携

へ

て

歓

愛
を

等
し

う
し

宿
昔

衣
裳
を

同
じ

う

す

願
は

く
は

双

飛
の

鳥
と
為
り

　

　
な

ら

翼

を
比
べ

て

共
に

黝
翔
せ

ん

丹

青
も
て

明
誓

を
著
し

永
世

相
忘
れ

ざ
ら

ん

と

す

そ

の

昔
、

あ
で

や

か

な

美

貌
の

持
ち

主
に

、

楚
王

に

寵
せ

ら

れ
た

安

陵
君
と

魏
王

に

愛
さ

れ
た

龍
陽

君
と

が

い

た
。

彼

ら
は

美
し

い

桃
李

の

花
の

よ

う
に

、

華
や
か

に

光
り
輝
い

て

い

た
。

九

春
（

春
の

九
十

日
）

の

ご

と
く

喜
ば

れ
、

秋
霜
（

に

手
折
ら

れ
る

草
木
）

の

よ

う
に

ひ
れ

伏
し

て

い

た
。

流
し

目
を

す

れ
ば

、

媚
び

が

こ

ぼ
れ

、

口

を
開

け
ば

、

（

神

女
の

よ

う
な
）

ほ

の

か

な
よ

い

香
り

が

漂
っ

た
。

主

君

と

手
を
取

り

合
っ

て

は

歓
び

を

と
も
に

し
、

夜
な

夜
な

寝

床
を

同
じ

く
し

て
い

た
。

つ

が

い

の

鳥
と

な
っ

て
、

翼
を
な

ら
べ

て

と

も

に

飛

ば
ん

こ

と

を

願
い

、

か

く
て

、

赤
と

青
の

色
で

明
ら

か

な

る

誓
い

の

言
葉

を
あ

ら
わ

し
、

い

つ

い

つ

ま
で

も

お
互

い

の

こ

と
を

忘
れ
ま

い

と

努
め

た

の

だ
。

昔
日

繁
華
子

　
安
陵
與
龍
陽

［

繁

華
子
］

こ

こ

で

は
、

あ
で

や
か

で

美
し

い

人
、

主
を
い

う
。

美
貌
の

持

ち

［

安

陵
與
龍
陽
］

「

安

陵
君
」

、

「

龍

陽
君
」

と

も

に

男
色
を

以

て

君
主
（

『

文

選
臨

李
善

注
は

、

楚
の

共
王

の

こ

と

と
し

て

い

る

が
、

こ

れ
は

誤
り

。

そ

れ
ぞ

れ
、

楚
の

共
王

、

魏
の

安
釐
王
）

に

寵

愛

さ

れ

た
。

「

安

陵

君
」

に

つ

い

て

は
、

『

説

苑
』

権

謀
に

「

安
陵
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纏

以
顔
色

美
壮

、

得

幸
於

楚
共
王

。

…

…
江
乙

日
『

吾

聞
之

、

以

財

事
人
者

財
蠱
而
交

踈
、

以
色
事

人

者
華
落

而
愛
衰

。

今

子
之

華

有

時
而
落

。

子

何

以

長
幸

、

無
解
於
王

乎
』

。

…

…

其
年

、

共
王

獵
江
渚
之

野
、

野
火
之

起

若
雲

蜆
、

虎
狼

之
曝
若
雷
霆

、

有

狂

兇

従

南
方

来
、

正

触
王

左

驂
。

王

挙
旌

旆
、

而
使

善
射
者
射
之

、

　一

発
兜

死

車
下

。

王

大

喜
拊
手

而
笑

、

顧
謂

安
陵

纏
日
『

吾
万

歳
之

後
、

子
将

誰

與

斯
楽

乎
』

。

安

陵
纏

乃

逡

巡

而

却
泣

、

下

沾

衿
、

抱
王

日

『

万

歳
之

後
、

臣
将

従
為

殉
。

安

知

楽
此

者

誰
』

。

於
是

共
王

乃

封
安

綾
緇
於
車
下

三

百
戸

。

故
日

、

江
乙

善
謀

、

安
陵

纏

知
時
L

（

安
陵
纏

顔

色
の

美

壮
な
る

を
以

て
、

楚
の

共
王

に

幸
せ

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
か

う

い

つ

ら
る

る

を

得
た

り
。

…

…

江

乙

曰
く

「

吾

之

を

聞
く

、

財

事
を

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
う
と

以
て

す
る

人

は

財
盡

く
れ

ば

交
は
り

は
踈

く
、

色
事
を

以
て

す
る

人
は

華
落
つ

れ
ば

愛
衰
ふ

、

と
。

今

子
の

華
は

時
有
ら

ば

落
つ

。

子
は

何
を
以

て

長
く

幸
せ

ら

れ
、

王

に

解
か

る

る

こ

と

無
か

ら
ん

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

れ

ふ

か
」

と
。

…

…

其
の

年
、

共

王

江

渚
の

野
に

獵
し

、

野
火
の

起

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
ぼ

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

き
や

う

じ

　
　
う

ん

げ
い

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
ら

い

て
い

り
て

雲

蜆
の

若
く

、

虎
狼
の

哩

ゆ
る

こ

と

雷
霆
の

若
く

、

狂

兜
の

　
　
よ

　
　

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
さ

ん

南

方

従
り

来
る

有
り

て
、

正

に
王

の

左

驂
に

触
れ
ん

と

す
。

王

せ

い

ば

う

旌
旆

を
挙
げ

て
、

善
射
の

者
を
し

て

之

を
射
せ

し

む

れ
ば

、

　一

た

　
　

　

　

じ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

う

ぴ

発
し

て

兜
は

車
下

に

死
す

。

王

大
い

に

喜
び

て

手
を
拊

ち
て

笑
ひ

、

顧

み

て

安
陵

纏
に

謂
ひ

て

曰

く

「

吾

万

歳
の

後
、

子

誰

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
あ

ず

か

を

将
ゐ

て

斯
の

楽
し

み

に

與

ら
ん

や
」

と
。

安

陵
纏

乃

ち

逡
巡

　
　
し
り
ぞ

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

え

り

　

　

う
る

ほ

し

て

却

き

泣
き

、

下
に

衿
を

沾

し
、

王

を

抱
え
て

曰

く

「

万

歳

の

後
、

臣

従

を

将
ゐ

て

殉

を

為
さ

ん
。

安
ん

ぞ

此

を

楽
し

む

者

の

誰
な

る

か

を
知

ら
ん

や
」

と
。

是
に

於
い

て

共
王

乃
ち

安
陵

纏
を

車
下

三

百

戸
に

封
ず

。

故
に

曰

く
、

江

乙

謀
を

善
く
し

、

安

陵
纏

時
を
知

る
、

と
。

）

と

あ
る

。

ま
た

「

龍
陽

君
」

に
つ

い

て

は
、

『

戦

国

策
』

魏

策
に

「

魏
王

與

龍
陽

君
、

共

船
而
釣

。

龍

陽

君
得

十
余
魚

而
涕

下
。

王

日
『

有
所
不

安
乎

。

如

是
何

不
相
告

也
』

。

対

日

『

臣
無

敢

不
安

也
』

。

王

日

『

然
則

何
為

涕
出
』

。

日

『

臣

為

臣

之

所

得

魚

也
』

。

王

日

『

何

謂

也
』

。

対

日

『

臣

之

始

得

魚
也

、

臣

甚
喜

。

後
得
又

益

大
。

今
臣
直

欲
棄
臣

前
之
所

得
矣

。

今

以
臣

之
凶
悪

、

而

得
為
王

拂
枕

席
。

今
臣

爵
至

人
君

、

走
人
於

庭
、

避

人
於
途

。

四

海
之

内
、

美

人
亦
甚

多
矣

。

聞

臣
之
得

幸
於

干

也
、

必

寰

裳
而

趨
大
王

。

臣
亦
猶

曩
臣
之

所
得
魚
也

。

臣

亦

将

棄

矣
。

臣
安

能
無

涕

出
乎
』

。

魏
王

日

『

誤
、

有
是

心

也
、

何
不

相

告
也
』

。

於
是
布

令
於
四

境
之

内
日
『

有

敢
言
美

人

者
族
』
」

（

魏

王

は

龍

陽
君
と

、

船

を
共

に

し

て

釣
る

。

龍

陽

君

十

余
魚
を

得

　
な

み

だ

て

涕

下

る
。

王

日

く
、

「

安

か

ら

ざ

る

所
有

る

か
。

是
の

如

く

ん

ば

何
ぞ

相

告
げ
ざ
る
」

と
。

対
へ

て

曰

く

「

臣

敢
へ

て

安
か

ら

ざ

る

無
き
な
り

」

と
。

王

目
く

「

然
ら
ば

則
ち

何
為
れ
ぞ

涕
の

出

つ

る
」

と
。

曰

く
「

臣
は

臣
の

得

た
る

所
の

魚
為
り

」

と
。

王

曰

く

「

何
の

謂
そ

や
」

と
。

対
へ

て

日
く

「

臣
の

始
め

て

魚
を

得
た

る

や
、

臣
甚
だ

喜
べ

り
。

後
に

得
る

こ

と

又

た

益
ー

大
な

り
。

今
、

　

た

だ

ち
　
　
　
　

　
　
　

さ
き

臣

直

に

臣
の

前
に

得
た
る

所
を
棄
て

ん

と

欲

す
。

今
、

臣
の

凶

　
　

　

　
　

　

　
　

　
し

ん
せ

き

悪
を

以

て
、

王

の

為
に

枕

席
を

拂
ふ

を

得
た

り
。

今
、

臣

爵
は

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

み
ち

人

君
に

至
り

、

人

を
庭
に

走
ら

せ
、

人
を
途
に

避

け

し

む
。

四

海

の

内
、

美
人

亦
た

甚
だ

多
し

。

臣
の

王

に

幸
せ

ら

る

る

を

得
る

を

　
　

　

　
　

　

　
　
か

か

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
は

し
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　

さ

き

聞

か

ば
、

必
ず

裳
を

裹
げ
て

大
王

に

趨
ら

ん
。

臣

も
亦

た

猶
ほ

曩

に

臣

の

得
た
る

所
の

魚
の

ご

と
き

な
り

。

臣
も
亦

た

将
に

棄
て

ら

　
　

　

　
　

　
い

つ

れ
ん

と

す
。

臣
、

安
く
ん

ぞ

能
く
涕
の

出
つ

る

こ

と
無

か

ら
ん

や
」
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と
。

魏
王

曰

く
「

誤
れ
り

、

是
の

心
有
る

や
、

何
ぞ

相
告
げ

ざ
る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
し

や
」

と
。

是
に

於
い

て

令
を
四

境
の

内
に

布

き
て

曰
く
「

敢
へ

て

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ぞ

く

美
人

を

言
ふ

者
有
ら

ば

族
せ

ん
」

と
。

）

と

あ

る
。

夭

夭

桃
李
花

　
灼
灼

有
輝
光

［

夭

夭
・

灼

灼
］

「

夭

夭
」

は

若
く

美

し

い

様
。

「

灼
灼
」

は

華

や
か

に

明
る

い

様
。

嫁

ぎ
ゆ

く

若
々

し

い

娘
を

詠
っ

た

『

詩

経
』

周
南
．

桃
夭

の

「

桃
之

夭

夭
、

灼
灼

其
華
」

（

桃
の

夭
夭

た

る
、

灼
灼

た

り
其
の

華
）

に

基
づ

く
。

「

桃

李
」

『

古

詩
紀
』

二

九
は

「

梃
李
」

に

作

る
。

ま

た

『

漢
魏

六

朝
　

百
三

家

集
』

は

「

奔
李
」

に

作
る

。

悦
懌

若
九
春

　
磬
折

似

秋

霜

＊

人
々

が

安
陵
君

、

龍
陽
君
の

前
で

ご

機

嫌
を
と

る

た
め

に

磬
折

し

た
、

と

す
る

説

も
あ

る
が

、

こ

こ

で

は

と
ら

な
い

。

［

悦
懌
］

喜
び

楽
し

む
。

『

説

苑
』

反

質
に

「

顔

色
不

悦
澤
」

（

顔

色

悦
懌

せ

ず
）

と

あ
る

。

其
十

九
、

其
五
五

に

も
そ

れ
ぞ

れ
「

悦

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

こ

げ
ん

懌
未

交

接
、

晤
言
用

感
傷
」

（

悦
懌
す

る

も
未
だ

交

接
せ

ず
、

晤
言

し

て

用

て

感
傷

す
）

「

悦
懌

猶

今

辰
、

計
校

在
｝

時
」

（

悦
懌
す

る
こ

と

猶
ほ

今

辰
の

ご

と

き
も

、

計

校
一

時
に

在
り

）

と

あ
る

。

『

六

朝
詩
集
』

は

「

恍
懌
」

に

作
る

。

［

九
春
］

春
は
三

ヶ

月
で

あ
る

か

ら
、

三

春
を
一

年
と

し
、

九
春

を

三

年

と

と

る

説
も

あ
る

が
、

こ

こ

で

は
、

春
の

九
十
日
間

、

の

意
に

と

る
。

曹
植

「

雑
詩
」

1
其
三

（

『

文
選
』

二

九
）

に

「

自

期
三

年

帰
、

今

已

歴

九
春
」

（

自
ら

期
す

三

年

に

し

て

帰
ら
ん

と
、

今
已

に

九
春
を

歴
）

と

あ
り

、

こ

れ

に

つ

い

て
、

李

善
は
「

一

歳
三

春
。

故
以

三

年

為
九

春
。

言
已

過

期
也

。

纂
要

日
、

九

十

日
。

故
九

春
」

（

一

歳
は

三

春
。

故

に

三

年
を

以

て

九
春

と

為
す

。

言

ふ
こ

こ

ろ

は
已

に

期
を

過

ぐ
る

な

り
。

纂
要

日
く

、

九
十

日
。

故

に

九
春
な
り

）

と
注
し

て

い

る
。

［

磐
折
］

自

分
の

体
や

心
を

ま
げ
て

君
主
に

仕

え
る

こ

と
。

「

磬
」

は

楽

器
。

「

く
」

の

字
の

よ

う
に

曲
が

っ

て

お

り
、

人
が

腰

を

曲

げ

る

こ

と

に

た

と

え

た
。

『

尚

書
大

伝
』

に

「

諸

侯

来

受

命
。

周

公

莫

不

磬
折
」

（

諸
侯

来

り
て

命
を

受

く
。

周

公

磬

折
せ

ざ

る

こ

と

莫
し

）

と

あ
る

。

ま
た

、

其
八

に

も

「

如

何
当

路
子

、

磬
折

忘

所

帰
。

」

（

如

何
ぞ

当

路
の

子

は
、

磐
折

し

て

帰

る

所

を

忘

る

る
）

と

あ
る

。

『

六

朝
詩
集
』

、

『

類
聚
』

三

三

は

「

馨
折
」

に

作

る
。

ま

た
『

両

漢
魏

晉
十
一

家
文

集
』

は

「

馨
折
」

に

作
る

。

流
眄

発

姿
媚
　
言

笑
吐

芬

芳

［

流

眄
］

流
し

目
に

見
る

。

張

衡

「

西

京
賦
」

（

『

文

選
』

二
）

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
べ

い

ぺ

う

に

「

臨
藐

流

眄
、

　｝

顧
傾
城
」

（

臨
藐

流

陌

す
れ

ば
、

　一

顧
し

て

城
を

傾
く

）

と

あ

り
、

李

善
は

「

流
盻

、

転

眼

貌

也
」

（

流

眄
、

眼
を

転
ず

る

の

貌
な

り
）

と
注

し

て

い

る
。

ま

た
、

其
一

九
に

も

「

飄

翻

恍

惚
中

、

流

眄

顧
我

傍
」

（

飄

飆

恍

惚

の

中

　
流

眄
し

て

我
が

傍
を

顧
み

る
）

と

あ

る
。

［

姿

媚
］

姿
の

な

ま
め

か

し

さ
。

『

玉

台
新

詠
』

二

は

「

媚

姿
」

に

作
る

。
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ば

う

［

言
笑
］

も
の

を

言
い

、

か

つ

笑
う

こ

と
。

『

詩

経
』

衛
風

駈

齦

に

「

總
角
之

宴
、

言

笑
晏

晏
。

信
誓
旦

旦
、

不
思

其
反
」

（

總

角

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

た
ん
た
ん

　

　

　

　

　
あ
ん
あ
ん

の

宴
、

言

笑
晏
晏

た
り

。

信

誓
旦

旦

た

り
、

其
の

反

せ

ん
こ

と
を

思

は

ざ

り
き
）

と
あ

る
。

［

吐

芬

芳
］

か

ぐ

わ
し

い

に

お
い

の

息
を
吐

く

こ

と
。

宋
玉

「

神

女
賦
」

（

『

文

選
』

一

九
）

に

「

陳

嘉

辞

而

云

対
兮

、

吐

芬

芳

其

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
こ

こ

若
蘭

。

精
交

接

以
来

往
兮

、

心

凱
康

以

楽

歓
」

（

嘉
辞

を
陳
べ

て

云

に

対
す
れ

ば
、

芬
芳

を
吐

く
こ

と

其
れ

蘭
の

若
し

。

精

交

接
し

　

　

　

　

　

　

　

　

が
い

か

う

て

以

て

来
往

し
、

心

凱
康
し

て

以
て

楽

歓
す

）

と

あ

る
。

『

六

朝
詩
集
』

は

「

紛

芳
」

に

作
る

。

携
手

等
歓

愛

　
宿
昔

同

衣

裳

［

宿
昔
］

夜

毎
に

。

夜
な

夜

な
。

「

宿
」

は

李

善
注

引

『

広

雅
』

に

よ

る

と
「

宿
、

夜

也
」

と
な
っ

て

い

る
。

ま

た
、

「

昔
」

は

『

広

雅
』

釈

古
に

「

昔
、

夜
也

。

」

と

あ

る
。

［

同
衣

裳
］

『

玉

台

新
詠
』

二
、

『

類

聚
』

三

三

は

「

同

衾

裳
」

に

作
る

。

「

衾

裳
」

は
ふ

す

ま
。

こ

こ

は

「

衾

裳
」

の

方
が

よ

い

と

思

わ
れ

る
。

願

為
双
飛
鳥

　
比

翼

共

翩
翔

［

双

飛

鳥
］

「

為

焦

仲

卿

妻

作
」

（

『

玉

台
新

詠
』

一
）

に

「

中
有

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
な

ら

双

飛
鳥

、

自

名
為
鴛

鴦
。

仰
頭

相
向

鳴
、

夜

夜
達
五

更
」

（

中
に

双

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
あ

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
え
ん

あ
う

ぴ

飛
ぶ

鳥
有

り
、

自
ら

名
づ

け
て

鴛
鴦
と

為
す

。

頭
を

仰
げ
て

　
　
　

　

　

　

　

　

　

こ

か

う

相
向
ひ

て

鳴

き
、

夜
夜

五

更
に

達
す
）

と

あ

る
。

こ

れ

に

よ

れ

ば
、

鴛
鴦
と

い

う

こ

と

に

な

る
。

［

比

翼
］

『

爾

雅
』

釈
地
に

「

南

方
有

比

翼
鳥

焉
、

不
比

不

飛
、

謂
之

覊
覊

」

（

南

方
に

比

翼
の

鳥

有
り
、

比
せ

ざ

れ

ば

飛

ぱ

ず
、

之

を

鷯

鵜
と

謂
ふ
）

と

あ
る

。

［

軻
翔
］

飛
び

回
る

。

翼
を
上

下

す

る

の

が

「

翩
」

、

張
っ

て

動

か

さ
な

い

の

が

「

翔
」

。

丹

青

著
明
誓

　
永
世
不

相
忘

［

丹

青
］

赤
と

青
の

色
。

は
っ

き
り

し

て

変
わ

ら

な
い

こ

と

か

ら

誓
い

を
立

て

る

と

き

に

用

い

ら

れ

た
。

李

善
注

引

『

東
観
燕
嗣
騨

に
「

光
武

詔
日

、

明

設

丹
青
之

信
、

開
広

東
手

之

路
」

（

光
武

詔

し

て

曰

く
、

明

ら

か

に

丹

青
の

信
を

設
け

、

広
く

束
手
の

路
を

開

く
）

と
あ

る
。

［

永

世
］

永
遠
に

、

い

つ

ま
で

も
。
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